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令和５年度  社会福祉法人白鳩会事業報告 

 

令和５年度に入り、コロナ感染症も５類に引き下げられたことで、日常保育が過ごしやす

くなりました。コロナ前の保育に復活する事ができました。 

食材費の高騰や、高熱水費についても相変わらずの物価高ですが当分はこの状況は変わら

ない事と理解しています。これらのことをきっかけに SDG‘S について子どもたちと学び

ました。 今年度より児童施設においても、安全計画、事業継続計画（BCP）の作成が努

力義務となったため、スケジュール策定をしました。 

日常保育のマニュアルも長年あまり手を入れず、保育のあり方が雑になっている事、他方

で家庭での生活の乱れ等で子どもの様子が変わってきたため再度、丁寧な保育手順書の見

直しを行いました。同時に家庭での育児に不安を感じる毎日となってきていて、虐待まで

はいかないまでも、親の愛情不足による子どもの落ち着きの無さが極端に顕在化してきて

います。育ちの基盤が家庭ではなく、保育施設になっている事が実感される日々となって

います。 

家族と共に子どもの自立を目指すことを、保育理念としていますがなかなか難しくなって

いる現実を残念に思います。 

処遇改善費Ⅱの支給対象者に対しての研修計画が義務付けられていますが、従前よりの保

育研修に加え保育キャリアアップ研修についても対象者が必要な研修を受講しました。 

守口市ゆずり葉子ども園の老朽改築工事についても、大過なく完成を見ることとなってい

ます。 

【理事会・評議員会運営】 

理事会⇒令和５年３月２７日予算理事会を開催 

     ６月１５日午前 開催決算理事会を開催 

評議員会⇒令和５年６月１５日午後より決算評議委員会を開催 

【各施設、施設長会議運営】 

監査の実施状況の報告を各施設より報告。書面での指摘事項について改善計画提出につい

て報告がされました。 

白鳩チルドレンセンター東大阪、白鳩チルドレンセンター八雲中、ゆずり葉こども園 

各園長、副園長の異動がありました。 

【法人全体研修会】 

保育士のコミュニケーション研修会⇒３月９日大阪教育大学付属小学校校長 小崎泰弘 

先生 

乳児研修 ⇒２月１０日大阪総合保育大学 学長 大方美香先生 

【大型工事、修繕、環境整備】 

令和５年４月 ゆずり葉こども園竣工 

人口芝設置工事 完了 
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